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あいさつで 仲良くなれた きみとぼく ４年 尾崎 七海

11月17日（水）から１
泊２日で，６年生が熊本へ
修学旅行に行きました。
１日目はグリーンランド

でグループごとに活動しま
した。集合時間に間に合う
ように，アトラクションで
遊んだり，昼食を取ったり，
買い物をしたりと，グループの友達と協力して自
分たちで考えながら過ごすことができました。
２日目は熊本城や水前寺公園を見学し，歴史や

建造物について学びました。
わずか２日間ですが，これまでの学習を生かし

たり自分の見聞を広げたりするとともに，公共の
場での過ごし方等を考えて実際に行動し，子ども
たちの心は大きく成長したことでしょう。また，
この日へ向けて様々なリスクがある中，小学校生
活の思い出づくりのために御理解・御協力してく
ださった皆様，本当にありがとうございました。

11月１日，２日，４日に県民週間に伴う授業参観を行いました。
保護者の皆様には，消毒や飛沫感染防止，密を防ぐための参観場所
の譲り合いなど，御協力いただきありがとうございました。「家と
は違う子どもの姿を見ることができ，また楽しんでいる様子が分か
りうれしかった」「マスク着用や換気などコロナ感染防止対策が考
慮されており，安心した」「子どもたちが楽しそうにタブレットを
使って授業を受けていたのが印象的だった」などの感想をいただき
ました。その他にいただいた御要望や御意見等もこれからの教育活
動に生かしていきたいと思います。ありがとうございました。

いました。子どもたちは，みんなが一緒に元気に楽しく幸せに暮らすために，社会（地
域）や人（高齢者，障がい者，子どもなど）
のために行動することがボランティアであり，
自分自身のやさしさや思いやりの気持ちを行
動に表すことが大切であることを学びました。
まず，できることから始めたいという気持ち
をもつことができました。

11月２日に，５年生がおおくすの
学習（総合的な学習の時間）の一環と
して，かごしま環境未来館を訪問し，
地球環境について学びました。
職員の方の講義，映像や実験を通し

て，温暖化やエネルギーの問題を地球
規模で考えるこ
とができました。
子どもたちか

らは，見たり聞
いたりしたこと
を生かし，地球
の環境を守るた
めに一人一人が
できることを早
速始めていきた
いという感想が
聞かれました。

１０月２８日，２９日に４年生が福祉学習の一環
で，社会福祉協議会の御協力のもと，体験活動を行



１２月の行事予定

※ 12/1～12/7：校内人権週間
※ 12/25～1/10：冬季休業
※ これらの日程は予定であり，変更することがあります。

日 曜 行事等

1 水 持久走大会・学級PTA（３.４年）

2 木 持久走大会・学級PTA（１.２年，特別支援学級）

3 金 持久走大会予備日

６ 月 持久走大会予備日／校納金引き落とし／移動図書館

7 火 桜島小みかんキャンペーン

1１ 土 土曜授業／学校創立記念イベント

１３ 月 錦江湾高校出前授業（キャリア教育）

２０ 月 移動図書館

２４ 金 終業式

28 火 仕事納め

【コラム】 「十五の島立ち」「ヤンキチシキバン」
校 長 満枝 賢治

九州高校野球秋季大会，大島高校が第２位という素晴らしい成績を収めました。春の
選抜高校野球大会出場もほぼ間違いないということで，大島高校出身の６名の職員も大
喜びしています。春の楽しみが一つ増えましたね。
私は，大島郡龍郷町に３年，奄美市に４年勤務しておりました。奄美市にいたときは，

仕事がら大島高校をよく訪問していました。特に体育祭の応援団演舞は，どの団もよく
練習がなされており，毎年感動したのを覚えています。部活動も盛んな上に現役東京大
学合格者を出すなど，まさに文武両道のイメージがありました。生徒たちも笑顔であい
さつし，元気があり，素直で，爽やかな印象を受けました。なぜ，そのような子どもた
ちが育つのか…。それは歴史の中にある島の教育風土が今もなお受け継がれているから
だと思います。

まず，「十五の島立ち」です。昔は島に住む子どもたちほとんどは，中学校を卒業し
たら島を出て進学や就職をしていました。親は15歳という若さで親元を離れる我が子
がどこに行っても恥ずかしくないように，しつけをしっかりと行っていたそうです。今
でも大島地区では子どもが中学校を卒業した日に，たくさんの人をもてなして盛大なお
祝いをします。我が家を訪れたお客様に子どもたちはしっかりとお礼を言い，将来の夢
を立派に語ってくれます。「十五の島立ち」の精神は今も受け継がれているのです。
次に「ヤンキチシキバン」です。これは徳之島の島口(方言)で「天井の梁(はり)が映

るほど薄いお粥」という意味です。昔の徳之島では，親はそのような薄いお粥を食べて
でも，子どもの教育に力を注いでいたのだそうです。徳之島町では，現在もその精神は
受け継がれており「ヤンキチシキバン」の教育風土の再興を目的に「向学塾」なるもの
を開講し，地域が一丸となって子どもたちの学力向上を図っています。
福平小でも大島地区に負けないくらい，家庭の教育力，地域の教育力，学校の教育力

をフルに発揮して，明るく，素直で，覇気のある子どもたちを育てていきましょう。
最後に，春の選抜高校野球大会での大島高校の健闘を祈ってエールを送ります。

スットゴレ 大高！ (^0^)/~~
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年度鹿児島
県優秀教職
員として本
校の嶧田美
沙教諭が県
教育委員会
から表彰さ
れました。


